
夏
学
期
も
終
了
し
、
秋
学
期

が
本
格
的
に
稼
動
中
で
あ
る
。

学
生
た
ち
も
相
変
わ
ら
ず
多
忙

で
あ
る
が
、
要
領
が
つ
か
め
た

と
み
え
て
、
最
近
は
春
学
期
中

の
よ
う
に
、
「
試
験
は
ど
の
よ
う

に
行
な
う
の
で
す
か
」
と
い
っ

た
試
験
を
心
配
し
て
の
質
問
は

出
な
く
な
っ
た
。

1
年
制
は
本
大
学
院
最
大
の

特
長
の
一
つ
で
あ
る
。
先
日
東

京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
の

「
動
き
出
し
た
技
術
経
営
・
M
O

T
大
学
院
〜
東
京
M
O
T
6
大

学
連
合
〜
」
で
小
生
も
こ
の
特

長
を
大
い
に
P
R
し
て
き
た
。

6
大
学
と
は
日
工
大
、
芝
工
大
、

東
京
理
大
、
農
工
大
、
東
工
大
、

早

大

で

あ

る

（

詳

細

・

http://w
w

w
.carebrains.co.jp

）。

最
後
に
10
月
22
日
に
第
1
回
目

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
無
事

盛
況
裏
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
し
て
お
く
。

1 3 7第 号

通

http://www.nit.ac.jp

第37回「若杉祭」
11月4～6日に開催！
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今
年
の
若
杉
祭
は
、
例
年
よ

り
も
さ
ら
に
勢
い
の
あ
る
も
の

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

テ
ー
マ
は
、
『
百
花
斉
放
〜
花

か
ら
華
へ
咲
き
誇
れ
！
〜
』
。
百

花
斉
放
と
は
、
多
く
の
花
が
一

斉
に
花
開
く
状
態
を
表
す
言
葉

で
、
転
じ
て
文
学
・
芸
術
活
動

に
お
い
て
、
各
方
面
の
人
々
が

自
由
に
創
作
し
、
壮
観
な
さ
ま

を
示
す
意
味
が
あ
る
。
若
杉
祭

を
機
に
、
自
分
に
し
か
な
い
特

性
や
自
分
の
中
に
秘
め
ら
れ
た

能
力
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
一
斉

に
開
花
さ
せ
る
、
そ
ん
な
思
い

を
こ
の
テ
ー
マ
に
込
め
た
。
来

場
さ
れ
た
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
一
年
間
準
備
し
て
き
た
私

た
ち
に
と
っ
て
も
、
新
た
に
輝

く
時
と
確
信
し
て
い
る
。

初
日
は
、
11
時
30
分
の
「
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
」
で

ス
タ
ー
ト
し
、
「
食
欲
王
〜
食
欲

を
解
き
放
て
〜
」
「
音
団
コ
ン
サ

ー
ト
」
「
初
夜
祭
」
「
プ
ラ
コ
レ

株
式
会
社
」
と
続
く
。

中
日
は
、
「
演
武
会
」
「
喰
ら

い
尽
く
せ
！
秋
の
全
て
を
！
」

「
D
A
N
E

K
I
N
G
×
D
A

N
E

K
I
N
G
」
「
お
か
ま
と

薔
薇
」
「
咲
き
誇
れ
！
！
俺
の
M

U
S
C
L
E
」
。
そ
し
て
眞
鍋
か

を
り
、
品
川
庄
司
、
ニ
ブ
ン
ノ

ゴ
と
い
う
人
気
ゲ
ス
ト
を
迎
え

て
「
T
A
L
K
＆
L
I
V
E
2
0

0
5
」
を
開
催
。

最
終
日
は
、
「
吹
奏
楽
団
コ
ン

サ
ー
ト
」
「
ク
イ
ズ
！
タ
ラ
イ
ア

ア
ス
〜
人
に
は
聞
け
な
い
常
識

テ
ス
ト
〜
」
「
Q
37
、
百
花
□
放

〜
□
を
埋
め
な
さ
い
〜
」
「
美
男

子
コ
ン
テ
ス
ト
」
、
そ
し
て
ジ
ャ

パ
ハ
リ
ネ
ッ
ト
を
迎
え
て
「
秋

の
か
ら
っ
風
こ
ん
さ
ぁ
と
」
「
後

夜
祭
」
で
幕
を
閉
じ
る
。

ま
た
、
今
年
は
宮
代
町
の
小

学
生
を
対
象
に
「
自
分
の
好
き

な
花
」
を
テ
ー
マ
に
絵
画
を
募

集
し
た
。
期
間
中
は
会
場
の
一

角
に
展
示
す
る
予
定
な
の
で
、

企
画
と
合
わ
せ
て
小
学
生
の
作

品
も
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽

し
い
企
画
を
用
意
し
、
す
ば
ら

し
い
若
杉
祭
と
な
る
よ
う
、
最

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、

若
杉
祭
2
日
目
の
11
月
5
日

（
土
）
に
、
日
本
工
業
大
学
と
工

友
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
る
。

卒
業
後
10
年
毎
の
節
目
の
皆
さ

ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
く
こ
の

企
画
も
、
今
年
で
6
回
目
。
対

象
と
な
る
卒
業
生
は
6
期
、
16

期
、
26
期
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科

8
期
、
18
期
の
皆
さ
ん
で
あ
る
。

当
日
は
、
10
時
30
分
よ
り
受

付
、
11
時
か
ら
博
物
館
・
各
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
学
内
見

学
ツ
ア
ー
、
15
時
か
ら
は
、
懇

後
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
大

学
祭
実
行
委
員
会
一
同
、
心
よ

り
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
大
学
祭
実
行
委
員
長
・叶

　
顕
人
）

親
パ
ー
テ
ィ
を
行
う
。
現
旧
教

職
員
と
、
思
い
出
話
な
ど
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
大
好

評
の
抽
選
会
で
は
沢
山
の
景
品

を
用
意
し
た
。
是
非
と
も
皆
さ

ま
お
声
を
掛
け
合
っ
て
、
記
憶

に
残
る
一
日
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
行
委

員
会
幹
事
・
上
野
貴
博
）

去
る
10
月
1
日
、
平
成
17
年
度
秋
季
入

学
式
が
情
報
工
学
科
棟
5
階
会
議
室
で
挙

行
さ
れ
た
。
今
回
新
た
に
学
生
生
活
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
の
は
工
学
部
12
名
、
大
学

院
6
名
留
学
生
別
科
31
名
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
9
月
20
日

に
は
秋
季
学
位
記
授
与
式
と
留
学
生
別
科

修
了
式
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
卒
業
（
修

了
）
し
た
の
は
、
工
学
部
55
名
、
大
学
院

博
士
前
期
課
程
6
名
、
留
学
生
別
科
16
名

で
あ
る
。
柳
澤
学
長
か
ら
は
、
「
諸
君
は
、

本
学
で
知
識
、
技
術
を
身
に
付
け
る
と
と

も
に
本
学
の
伝
統
で
も
あ
る
誠
実
さ
を
身

に
付
け
て
い
る
。
そ
の
誠
実
さ
は
、
社
会

に
出
て
も
先
輩
、
後
輩
、
同
僚
か
ら
信
頼

を
得
る
上
で
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
そ
う

し
た
誠
実
さ
を
今
後
の
社
会
人
生
活
の
中

で
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
の
告
辞
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
大
川
理
事
長
お
よ
び
来
賓

の
窪
田
後
援
会
会
長
、
渡
辺
工
友
会
会
長

か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
窪
田
後
援
会
長

か
ら
の
記
念
品
贈
呈
、
校
歌
斉
唱
な
ど
厳

か
な
雰
囲
気
の
中
、
粛
々
と
式
は
執
り
行

わ
れ
た
。

新たに輝く時を　　　　 若杉祭
11月4日（金）・5日（土）・6日（日）開催

大
学
祭
の
季
節
を
迎
え
た
。
恒
例
の
「
若
杉
祭
」
も
今
年
で
37
回
を
数
え
、

11
月
4
日
（
金
）
〜
6
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
。
会
期
中
、
5
日
（
土
）

に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
6
日
（
日
）
に
建
築
設
計
コ
ン
ペ
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
工
業
技
術
博
物
館
の
特
別
展
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
作
品
展

な
ど
も
開
催
。
学
園
を
あ
げ
て
の
多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

昨年の若杉祭より：上段左・秀麗展、上段中：オープニングパレードで新撰組の仮装、上段右・青森県人会で「ねぶた」の展示を囲んで、
下段左・サウンドオブミュージックの露店（アクセサリー、雑貨小物売り）、下段右・美男子コンテスト

平成17年度　第15回　特別展

時計用小型工作機械の歴史
腕時計の部品を製作し
た、掌にも乗せられる
ような小さな工作機械
を紹介します。

時計を製作した道具・機械の歴史を紹介。特
に、昭和中期に製造され用いられた小型の工
作機械を一部動態展示。その他、最近の時計
に用いられている新技術など。
●開催期間　11月4日（金）～19日（土）
●場　　所　工業技術博物館2階
●入　　場　無料

●時計工業における技術開発の歴史
講師：セイコ－時計資料館　名誉館長

久保田　浩司　氏
●日時 11月16日（水） 13:20～15:00
●場所 学友会館　ホ－ル

主催 日本工業大学 工業技術博物館
Tel ：0480-33-7545（博物館直通）
E-mail：museum@nit.ac.jp

講 演 会

展示内容

卒
業
後
30
年
、20
年
、10
年
の
皆
様

11／5

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
ど
う
ぞ
!

第
6
回

秋
学
期
本
格
稼
働
中

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
　

研
究
科
長
　
村
川
　
正
夫

2007年の学園創立100周年まで、
あと2年。本学園では、年史の
作成や百年記念館の建設など、
学内外の方々の協力をいただき、
さまざまな記念事業を推進して
いる。左は、無限を表す「メビ
ウスの環」をモチーフとした、
100周年記念シンボルマーク。

平成17年度

秋季学位記授与式・入学式

柳澤学長より代表者へ学位記授与 入学式で祝辞を述べる大川理事長

第1回募集 第2回募集 第3回募集
平成17年10/10（月） 平成17年12/12（月） 平成18年1/30（月）

出願期間 ～ ～ ～
平成17年11/19（土） 平成18年1/21（土） 平成18年2/22（水）

試験日 平成17年11/27（日） 平成18年1/29（日） 平成18年2/26（日）
合格発表 平成17年12/ 1（木） 平成18年2/ 2（木） 平成18年3/ 2（木）
入学手続 平成17年12/ 9（金） 平成18年2/17（金） 平成18年3/10（金）締切日

2006年度　専門職大学院入試日程

日本工業大学　平成18年度入試日程

日本工業大学　工学部
●機械工学科　●電気電子工学科　●建築学科　●システム工学科　●情報工学科

本学の取組が、文部科学省・平成17年度「特色ある教育支援プログラム」に採択されました

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程　　　
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園代4-1 日本工業大学教務部　入試室
70120-250-267 TEL：0480-33-7676（直通）
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL0480-33-7507（直通）

■平成18年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切
2月12日 ・数学!、@ ・物理!

一般入試 1月6日～2月4日 2月13日 ・英語!、@、リーディング、 2月21日 2月28日
2月14日 オーラル・コミュニケーション!

*上記のうちから任意の2科目を選択

社会人入試 1月6日～1月18日 2月13日 小論文及び面接 2月21日 2月28日

帰国子女入試 1月6日～2月4日 2月12日 書類審査及び面接 2月21日 2月28日
AO入試（第2期） 11月25日～12月5日 12月10日 課題への取り組み、面談 12月17日 12月26日

12月11日 1月16日

AO入試（第3期） 2月20日～2月25日 3月4日 課題への取り組み、面談 3月10日 3月17日

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月21日 2月28日 書類選考・面接 3月4日 3月10日
（受験日自由選択制）

（受験日はいずれか1日を大学が指定）

書類審査による第1次試験の合格者のみ受験可能。第1次試験の合格発表は1月21日

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）

第37回！

●懇親パーティで教職員と校歌を歌う卒業生

2006年度　専門職大学院オープンキャンパス日程

12月3日（土）・2月4日（土）いずれも13時30分から
シンポジウム、説明会、キャンパスツアー、授業見学

等を予定しています。
＊開催日の1週間前迄に予めお申し込みください。
お申し込み先：日本工業大学　専門職大学院

TEL：03-3511-7591 FAX：03-3511-7594
E-mail：mot@kanda.nit.ac.jp

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り
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第19回
建築コンぺ

多くのアイデアと提案に満ちた作品

応募329点「○○のない家」
今
年
度
も
建
築
を
学
ぶ
全
国
の
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、
日
本
工
業
大
学
建

築
設
計
競
技
が
実
施
さ
れ
た
。
今
回
は
審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
高
橋
晶
子
氏

（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）
を
迎
え
、「
○
○
の
な
い
家
」
を
課
題
に
開
催
。
応

募
は
昨
年
よ
り
16
点
増
え
3
2
9
点
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
11
月
4
日

（
金
）
か
ら
6
日
（
日
）
ま
で
、
本
学
大
学
祭
期
間
中
に
建
築
棟
1
階
ホ
ー
ル
で

展
示
さ
れ
、
最
終
日
に
学
友
会
館
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

受
賞
の
こ
と
ば

視
界
を
遮
る
も
の
が
な
い
家

兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
等
学
校
　
建
築
科

中
山
　
美
耶
子

こ
の
度
は
一
等
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結

果
を
聞
い
た
時
に
は
、
驚
き
と

共
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
家
に
は
、
家
具
や
間
仕

切
り
壁
な
ど
床
に
置
か
れ
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
視
界

を
遮
る
も
の
が
な
い
の
で
、
中

に
入
る
と
3
6
0
度
の
視
界
が

広
が
り
ま
す
。
生
活
に
必
要
な

も
の
す
べ
て
が
、
床
の
下
に
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

素
晴
ら
し
い
景
色
を
存
分
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
ら

な
床
に
所
々
穴
が
開
い
て
い
て

そ
の
部
分
が
家
具
に
な
り
ま
す
。

掘
り
込
む
深
さ
に
よ
っ
て
床
面

が
家
具
に
変
化
し
ま
す
。
傾
斜

地
に
建
っ
て
い
る
の
で
、
で
こ

ぼ
こ
し
た
床
面
を
外
部
か
ら
見

る
事
が
で
き
ま
す
。
構
造
面
な

ど
怪
し
げ
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
ん
な
の
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
と
思
い
制
作
し
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
機
に
、
こ
れ

か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
、
建
築

に
つ
い
て
様
々
な
こ
と
を
学
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

1等　中山美耶子さん　受賞作品

さえぎるものがない住まい

学
で
も
同
じ
課
題
を
出
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
は
興
味
深
い
も

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特

徴
が
デ
ザ
イ
ン
や
テ
ー
マ
設
定

の
傾
向
に
何
と
な
く
現
れ
、
ま

今
回
の
課
題
は
3
年
前
、
当

時
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
た
東

京
電
機
大
学
で
、
住
宅
の
課
題

を
出
す
依
頼
が
あ
っ
た
時
に
考

え
た
も
の
で
す
。
た
ま
た
ま
あ

る
先
生
が
「
部
屋
の
な
い
家
」

と
い
う
課
題
を
か
つ
て
出
し
た

こ
と
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
視
点
が
と
て
も
興
味
深
く

感
じ
ら
れ
た
の
で
、
じ
ゃ
あ
そ

れ
を
拡
大
し
て
「
何
か
＝
○
○

が
な
い
家
」
と
し
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
期
に
非
常

勤
講
師
を
し
て
い
た
横
浜
国
立

大
学
と
東
北
大
学
で
、
そ
し
て

昨
年
赴
任
し
た
武
蔵
野
美
術
大

た
「
○
○
」
と
い
う
セ
ミ
オ
ー

ダ
ー
の
キ
ー
ワ
ー
ド
部
分
で
個

人
の
個
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

出
題
し
た
側
が
は
っ
と
す
る
よ

う
な
提
案
も
多
く
あ
り
、
あ
ら

た
め
て
様
々
な
家
の
か
た
ち
が

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
経
緯
で
出
題
テ
ー

マ
は
す
ぐ
こ
れ
で
決
ま
り
、
よ

り
若
い
工
業
高
校
の
み
な
さ
ん

の
提
案
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。

中
山
美
耶
子
さ
ん
の
1
等
案

「
さ
え
ぎ
る
も
の
が
な
い
住
ま

い
」
は
、
一
見
簡
素
な
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
「
○
○
」
に
入
る
キ
ー

ワ
ー
ド
、
各
種
の
状
況
設
定

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
そ
し
て
建
築

デ
ザ
イ
ン
の
3
者
の
関
係
が
、

た
い
へ
ん
シ
ン
プ
ル
で
強
い
一

貫
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
森
の
中
の
傾
斜
地
に
、
か

げ
ろ
う
の
よ
う
な
存
在
感
で
浮

か
ん
で
い
る
建
築
は
、
床
と
、

最
小
限
の
柱
で
支
え
ら
れ
た
フ

ラ
ッ
ト
ル
ー
フ
だ
け
で
領
域
が

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
普
通
は
床

の
上
に
生
活
の
諸
行
為
に
応
じ

た
も
の
が
置
か
れ
ま
す
が
、
そ

れ
を
床
に
あ
け
ら
れ
た
「
穴
」

に
納
め
る
（
し
ま
っ
た
り
、
下

が
っ
た
と
こ
ろ
で
用
を
足
す
）

こ
と
で
解
決
し
、
さ
え
ぎ
る
も

の
な
く
景
色
を
楽
し
む
場
と
し

て
の
住
宅
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

床
を
「
凹
ま
す
」
と
い
う
ひ
と

つ
の
手
法
だ
け
で
、
す
べ
て
の

煩
雑
な
機
能
を
整
理
す
る
視
点

に
よ
っ
て
、
部
屋
も
壁
も
家
具

も
、
そ
し
て
人
の
行
為
も
再
編

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
ピ

ュ
ア
な
提
案
は
、
大
学
生
の
提

案
を
含
め
て
も
屈
指
の
も
の
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

野
田
賛
美
さ
ん
の
2
等
案

「
カ
ー
テ
ン
の
な
い
家
」
は
、
断

面
ス
タ
デ
ィ
に
よ
っ
て
豊
か
な

空
間
を
獲
得
し
た
住
宅
で
す
。

敷
地
の
領
域
を
壁
で
閉
じ
な
が

ら
、
二
つ
の
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ

ト
で
直
射
日
光
と
視
線
の
制
御

を
行
い
、
壁
を
傾
斜
さ
せ
て
光

を
拡
散
さ
せ
な
が
ら
、
変
化
に

富
ん
だ
内
部
、
外
部
そ
し
て
中

間
領
域
の
か
た
ち
を
生
み
出
し

て
お
り
、
高
校
生
と
思
え
な
い

造
形
力
を
感
じ
ま
し
た
。

3
等
案
、
志
村
有
輝
さ
ん
の

「
○
○
の
な
い
ル
パ
ン
の
家
」
は
、

変
幻
自
在
に
姿
を
変
え
る
住
宅

で
す
。
リ
フ
ト
や
回
転
機
構
の

ア
イ
デ
ア
が
こ
れ
だ
け
詰
ま
っ

て
い
る
の
に
く
ど
く
な
い
の
は
、

遊
び
心
あ
ふ
れ
た
家
族
を
子
供

の
視
点
で
描
い
た
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
の
力
量
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
き
い
で
し
ょ
う
。

同
じ
く
3
等
案
、
中
川
知
枝

さ
ん
の
「
国
境
の
な
い
家
」
は
、

構
想
力
抜
群
な
作
品
で
す
。
留

学
生
が
ス
テ
イ
す
る
場
所
と
し

て
住
宅
が
捉
え
ら
れ
、
非
血
縁

者
が
住
む
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
な
か
で
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

設
定
で
し
た
。
可
動
の
ボ
ッ
ク

ス
で
あ
る
個
室
が
時
と
場
合
に

応
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
場
を
生
む

と
提
案
は
、
描
き
す
ぎ
な
い
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
か
え
っ

て
イ
メ
ー
ジ
を
増
幅
さ
せ
成
功

し
て
い
ま
す
。

「
建
築
を
い
ま
学
ん
で
い
る

楽
し
さ
」
が
案
の
中
か
ら
滲
み

出
て
い
る
な
と
、
審
査
中
に
感

じ
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
単
な
る
知
識
や
技
法
と

し
て
覚
え
る
の
で
な
く
、
具
体

的
な
自
分
の
提
案
に
昇
華
さ
せ

よ
う
と
す
る
姿
勢
は
大
学
生
に

ひ
け
を
取
ら
ず
、
頼
も
し
い
も

の
で
し
た
。
数
多
く
の
ア
イ
デ

ア
と
、
建
築
の
可
能
性
や
社
会

へ
向
け
た
真
摯
な
提
案
に
出
会

え
、
充
実
し
ま
し
た
。

「
建
築
を
い
ま
学
ん
で
い
る

楽
し
さ
」
が
滲
み
出
て
い
る
。

大
学
生
に
ひ
け
を
取
ら
な
い

提
案
力
が
頼
も
し
い
。

講
評

高橋晶子
（建築家・武蔵野美術大学教授）

1958年・静岡県生まれ。80年・京都大学卒
業。86年・東京工業大学博士課程中退、篠
原一男アトリエ勤務。現在、高橋寛とワー
クステーション共同主催。〈主な作品〉高知
県立坂本竜馬記念館、野毛山動物園ふれあ
いコーナー、横浜トリエンナーレ2005会場
計画等。〈受賞〉JIA新人賞、中部建築賞、
グッドデザイン賞、商環境デザイン賞等。

日
本
工
業
大
学
建
築
設
計
競
技
入
賞
者

一
　
等
　
兵
庫
県
立
兵
庫
工
業
高
等
学
校

中
山
　
美
耶
子

二
　
等
　
三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

野
田
　
賛
美

三
　
等
　
滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校

志
村
　
有
輝

三
　
等
　
三
重
県
立
伊
勢
工
業
高
等
学
校

中
川
　
知
枝

●
審
査
員
賞

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

小
幡
　
智
一

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

久
保
　
香
織

青
森
県
立
青
森
工
業
高
等
学
校

日
野
沢
　
和
也

●
佳
　
作

堺
市
立
工
業
高
等
学
校

木
戸
　
伸
幸

長
崎
県
立
長
崎
工
業
高
等
学
校

○
小
林
　
太
樹

田
中
　
優
喜

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

小
林
　
円

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

清
水
　
信
吾

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
等
学
校

中
谷
　
健

東
京
工
業
大
学
附
属
科
学
技
術
高
等
学
校

橋
本
　
寛
人

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

山
杢
　
達
哉

（
○
印
は
共
同
作
品
の
代
表
者
で
す
）

●
奨
励
賞

堺
市
立
工
業
高
等
学
校

家
村
　
晋
平

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

尾
野
　
宏
明

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

加
藤
　
周
平

神
戸
市
立
神
戸
工
業
高
等
学
校

小
寺
　
悠
希

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

菅
野
　
暢
子

仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
等
学
校

清
野
　
隆

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

西
澤
　
慎
太
朗

三
重
県
立
四
日
市
工
業
高
等
学
校

早
川
　
智
章

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

前
田
　
祐
輔

愛
知
県
立
半
田
工
業
高
等
学
校

森
田
　
篤
史

●
奨
励
学
校
賞

群
馬
県
立
館
林
商
工
高
等
学
校

埼
玉
県
立
春
日
部
工
業
高
等
学
校

安
田
学
園
高
等
学
校

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

静
岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

京
都
市
立
伏
見
工
業
高
等
学
校

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

愛
媛
県
立
東
予
高
等
学
校



就
職
戦
線
の
前
半
を
振
り
返

る
と
、
就
職
状
況
は
総
じ
て
順

調
な
出
足
で
あ
っ
た
。
9
月
24

日
現
在
で
は
、
昨
年
同
時
期
に

比
べ
、
内
定
し
た
学
生
は
約
1

8
0
名
増
加
し
、
内
定
率
で
は

64
％
と
10
％
ア
ッ
プ
し
た
。
特

に
、
上
場
企
業

を
中
心
に
大
手

企
業
に
内
定
し

た
学
生
が
多
い

の
が
特
徴
で
あ

る
。
（
主
な
内

定
先
は
文
末
参

照
）こ

の
要
因
と

し
て
、
次
の
4

点
が
挙
げ
ら
れ

る
。

1．

企
業
の
業

績
が
回
復
し

て
き
た
こ
と
や
、
2
0
0
7

年
に
団
塊
世
代
が
大
量
に
退

職
す
る
と
い
う
状
況
の
中
で
、

企
業
の
採
用
意
欲
が
急
激
に

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。

2．

今
年
の
4
年
生
は
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
1
年
生
か
ら
受
講

し
、
就
職
に
対
す
る
意
識
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
。

3．

企
業
の
採
用
活
動
の
早
期

化
に
対
応
し
、
例
年
4
月
に

行
っ
て
い
た
学
内
合
同
企
業

説
明
会
を
、
今
年
度
か
ら
2

月
と
4
月
の
2
回
に
分
け
て

実
施
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

早
期
に
か
つ
計
画
的
に
就
職

活
動
を
行
っ
た
学
生
が
多
か

っ
た
こ
と
。

4．

今
年
度
4
月
か
ら
、
学
内

L
A
N
を
利
用
し
た
「
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を

開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学

生
一
人
ひ
と
り
の
就
職
活
動

状
況
を
教
員
と
就
職
課
職
員

が
い
つ
で
も
双
方
向
で
情
報

交
換
し
、
学
生
へ
の
き
め
細

や
か
な
個
別
指
導
を
行
っ
て

き
た
こ
と
。

現
在
、
就
職
戦
線
後
半
の
最

中
に
あ
り
、
求
人
票
に
つ
い
て

は
今
な
お
、
多
く
の
企
業
か
ら

郵
送
さ
れ
て
く
る
と
同
時
に
、

わ
ざ
わ
ざ
本
学
に
持
参
さ
れ
る

企
業
も
多
い
。
ま
だ
内
定
し
て

い
な
い
学
生
に
つ
い
て
は
、
最

平
成
17
年
度
英
会
話

カ
ナ
ダ
特
別
セ
ミ
ナ
ー

は
15
名
の
学
生
が
参
加

し
、
8
月
22
日
か
ら
9

月
15
日
ま
で
行
わ
れ
た
。

前
半
9
月
9
日
ま
で
は

カ
ナ
ダ
の
一
般
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
U
B
C

（
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
）
で
の
英
会
話
研
修
。

そ
の
後
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ス

ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
観
光
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
あ
る
。

研
修
開
始
後
の
数
日
間
は
、

初
め
て
の
海
外
体
験
と
英
語
漬

け
の
生
活
の
た
め
、
戸
惑
い
と

緊
張
か
ら
口
数
も
少
な
い
学
生

が
多
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
た
。
し
か
し
、
一
週
間
ほ
ど

経
過
す
る
う
ち
に
は
、
辞
書
を

片
手
に
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ス
チ

後
ま
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、

是
非
就
職
課
へ
相
談
に
来
て
ほ

し
い
。

主
な
内
定
先：

【
製
鉄
】
J
F

E
グ
ル
ー
プ
6
名
、
新
日
鉄
1

名
等
。
【
鉄
道
】
J
R
東
日
本
6

名
、
J
R
東
海
1
名
等
。
【
自
動

車
】
エ
フ
テ
ッ
ク
4
名
、
ミ
ツ

バ
3
名
、
ケ
ー
ヒ
ン
2
名
、
日

産
自
動
車
1
名
、
本
田
技
研
研

究
所
1
名
等
。
【
電
気
】
富
士
通

1
名
、
日
本
航
空
電
子
工
業
1

名
等
。
【
設
備
工
事
】
日
本
コ
ム

シ
ス
5
名
、
関
東
電
気
保
安
協

会
4
名
、
大
明
3
名
、
東
電
工

業
3
名
等
。
【
建
築
工
事
】
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
2
名
、
新
日
本
建

設
2
名
、
五
洋
建
設
1
名
、
大

東
建
託
1
名
等
。
【
情
報
･
サ
ー

ビ
ス
】
ア
イ
・
エ
ス
・
ピ
ー
3

名
、
ク
ロ
ス
キ
ャ
ッ
ト
2
名
、

N
E
C
ソ
フ
ト
1
名
、
K
S
K

2
名
等
。
【
公
務
員
】
警
視
庁
3

名
、
栃
木
県
警
1
名
。

ャ
ー
を
交
え
て
話
す
姿
が
多
く

な
っ
た
。
授
業
を
担
当
し
た
の

は
、
E
L
I
の
教
員
ミ
シ
ャ
ー

ド
・
ス
ミ
ス
で
、
学
生
達
と
年

齢
に
余
り
開
き
の
な
い
、
明
る

い
性
格
の
好
青
年
の
た
め
好
感

を
持
た
れ
た
。
カ
ナ
ダ
滞
在
最

後
の
夜
に
開
か
れ
た
フ
ェ
ア
ウ

ェ
ル
パ
ー
テ
イ
で
は
互
い
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
交
換
し
、
メ
ー
ル

で
の
文
通
を
約
束
し
あ
う
な
ど
、

別
れ
を
惜
し
む
光
景
が
続
い
た
。

研
修
期
間
中
に
は
、
シ
ー
カ
ヤ

ッ
ク
や
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
等
の
野

外
活
動
も
体
験
し
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

わ
ず
か
3
週
間
の
滞
在
で
は

あ
っ
た
が
、
異
文
化
社
会
の
一

端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
有
意
義
な
経
験
と
し
て

今
後
の
糧
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
図
書
館
　
桑
原
　
忠
）

一
・
は
じ
め
に

第
三
八
期
決
算
、
第
三
九
期

予
算
が
公
認
会
計
士
及
び
法
人

監
事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
公
表
し
、
関
係
各
位

の
ご
理
解
と
引
き
続
き
の
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

二
〇
〇
七
年
大
学
全
入
時
代
到

来
を
間
近
に
控
え
、
私
学
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
三
〇
％
の

大
学
法
人
が
定
員
割
れ
起
こ
し

て
お
り
ま
す
。
お
蔭
様
で
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
、

本
学
で
は
定
員
を
超
え
る
応
募

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
然

し
な
が
ら
こ
の
現
状
に
満
足
す

る
こ
と
な
く
、
我
々
は
特
色
あ

る
、
よ
り
高
く
評
価
さ
れ
る
教

育
研
究
の
推
進
に
向
け
た
改
革

に
、
学
長
を
中
心
に
不
断
の
努

力
を
続
け
て
参
り
ま
す
。
本
年

度
は
、
学
修
支
援
セ
ン
タ
ー
、

教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

学
生
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
し

た
。
ま
た
教
育
に
重
点
を
置
き
、

特
長
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実

現
す
る
た
め
に
昨
年
度
か
ら
開

始
し
た
低
年
次
一
億
円
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
継
続
や
、
文
部
科
学

省
の
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採
択
等
に

成
果
が
現
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
改
革
の
手
を
緩
め
ず
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

二
・
平
成
十
六
年
度

決
算
に
つ
い
て

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基
づ

く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は
次
の

三
表
が
あ
り
ま
す
。
①
全
て
の

資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末
を
示

す
「
資
金
収
支
計
算
書
」
（
別
表

1
）
、
②
各
年
度
に
お
け
る
収
支

の
均
衡
状
態
や
財
政
の
健
全
さ

を
見
る
上
で
の
指
標
と
な
る

「
消
費
収
支
計
算
書
」
（
別
表
2
）
、

③
決
算
時
点
に
お
け
る
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
し
た
「
貸
借
対

照
表
」
（
別
表
3
）
の
三
表
で
す
。

ま
た
（
別
表
5
）
に
て
「
消
費

収
支
計
算
書
主
要
項
目
の
分
析

表
」
を
添
付
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、
前

年
度
比
一
千
百
万
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
手
数
料
収
入

は
入
学
検
定
料
収
入
が
主
な
も

の
で
あ
り
ま
す
が
、
受
験
校
の

絞
込
み
も
あ
り
、
収
入
は
前
年

度
比
四
百
万
円
の
微
減
と
な
り

ま
し
た
。
寄
付
金
は
独
立
行
政

法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（
N
E
D
O
）

と
の
共
同
研
究
・
太
陽
光
発
電

フ
ィ
ー
ル
ド
事
業
終
了
に
伴
い
、

N
E
D
O
か
ら
の
譲
渡
に
よ
り

前
年
比
一
・
一
四
億
円
増
加
し

ま
し
た
。
補
助
金
は
年
々
厳
し

く
な
り
前
年
比
一
・
三
八
億
円

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
雑
収

入
は
定
年
退
職
者
が
多
く
、
私

立
大
学
退
職
金
財
団
交
付
金
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
以
上
の
結
果
、
帰
属
収
入

は
前
年
対
比
〇
・
六
億
円
増
の

八
三
億
六
千
二
百
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額
は
大

学
の
教
育
研
究
条
件
を
永
続
的

に
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
に
不

可
欠
な
資
産
で
、

経
常
的
な
施
設

設
備
整
備
や
図

書
費
の
他
、
百

周
年
に
向
け
た

第
二
号
基
本
金

組
入
（
三
億
円
）

が
含
ま
れ
、
総

額
十
億
四
千
四

百
万
円
の
規
模

と
な
り
ま
し
た
。

○
支
出
の
部

人
件
費
は
前

年
度
比
一
億
円

の
増
加
と
な
り

ま
し
た
が
退
職

金
支
出
の
増
加

に
よ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
教
育
研
究
経
費
は

総
額
で
三
〇
億
円
と
な
り
、
前

年
度
比
九
千
万
円
の
減
少
と
な

り
ま
し
た
が
、
教
育
研
究
費
比

率
（
別
表
5
ご
参
照
）
は
約
三

六
％
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
高

い
水
準
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
支
出
で
は
専
門
職
大

学
院
創
設
費
と
し
て
六
億
円
の

支
出
を
行
い
ま
し
た
。

三
・
平
成
十
七
年
度

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

平
成
十
七
年
度
予
算
書
の
詳

細
は
別
表
4
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
主
た
る
収
入
で
あ
る
学

生
生
徒
納
付
金
収
入
は
当
年
度

も
学
費
据
え
置
き
を
前
提
と
し

た
予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。
国

庫
補
助
金
収
入
は
前
年
度
実
績

額
を
見
込
み
ま
し
た
。
雑
収
入

は
多
く
の
定
年
退
職
が
予
定
さ

れ
て
い
る
た
め
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

人
件
費
の
増
加
は
、
退
職
金

支
出
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

教
育
研
究
経
費
な
ら
び
に
管
理

経
費
支
出
は
昨
年
度
並
み
の
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設

関
係
支
出
は
、
百
年
記
念
館
の

建
設
費
用
が
含
ま
れ
て
お
り
ま

す
。

四
・
む
す
び

平
成
十
九
年
度
に
は
学
園
創

立
百
周
年
、
大
学
創
立
四
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
激
変
す
る
環

境
下
で
、
大
学
が
存
続
・
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
生
、

ご
父
母
、
卒
業
生
の
皆
様
の
ご

理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
各
位
の
皆
様

の
ご
協
力
を
得
て
、
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、
変
え

て
は
な
ら
な
い
も
の
を
慎
重
に

見
極
め
な
が
ら
、
建
学
の
精
神

に
則
っ
た
教
育
活
動
を
展
開
し

て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
財
務
部
）

（3） 平成17年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第137号

今
年
の
就
職
戦
線

内
定
率
10
％
ア
ッ
プ

昨
年
に
比
べ
好
調
│
│
│
│
│
│
│
│

就
職
課
長
　

吉
見
健
二

●就職相談では、さまざまな角度で話し合う

3
週
間
の

で

た
く
ま
し
く
成
長

異
文
化
体
験

異
文
化
体
験 

平
成
17
年
度

カ
ナ
ダ
研
修

●カナディアンロッキーの氷河上を散歩する学生達

日本工業大学の
財政状況について

第38期決算・第39期予算

9月10日（土）と11日（日）、本学キャンパス内で、
本学と付属東京工業高等学校共催の「第4回5イン
チゲージ　ミニトレインフェスティバル」が開催
された。参加車両は2日で延べ74台。そのうち関
東以外の地域からの参加は12組あり、遠くは北九
州からの参加もあった。見学に訪れる家族連れも
年々増えており「毎年、このイベントを楽しみに
している」という声も多い。
（写真および情報提供は、日本工業大学付属東京工業高等学校）

●見学に訪れる家族連れも乗車を楽しむ

第4回 5インチゲージ
ミニトレイン・フェスティバル

毎年の恒例行事として定着

科目 H16年度 H15年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 7,132,209 7,120,898 11,311
手 数 料 収 入 75,445 79,410 △ 3,965
寄 付 金 収 入 124,177 133,166 △ 8,989
補 助 金 収 入 644,272 782,431 △ 138,159
資 産 運 用 収 入 19,892 13,564 6,328
事 　 業 　 収 　 入 52,177 63,067 △ 10,890
雑 　 収 　 入 185,819 99,459 86,360
前 受 金 収 入 3,004,276 3,094,178 △ 89,902
そ の 他 の 収 入 1,307,696 702,376 605,320
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,310,620 △ 3,397,504 86,884
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,195,219 6,039,607 △ 844,388
収 入 の 部 合 計 14,430,562 14,730,652 △ 300,090

（別表1）資金収支計算書 単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 3,128,784 3,073,014 55,770
教 育 研 究 費 支 出 1,518,165 1,628,806 △ 110,641
管 理 経 費 支 出 347,671 365,360 △ 17,689
借 入 金 等 利 息 支 出 136,177 151,584 △ 15,407
借 入 金 等 返 済 支 出 362,210 366,080 △ 3,870
施 設 関 係 支 出 187,762 295,718 △ 107,956
設 備 関 係 支 出 465,551 579,534 △ 113,983
資 産 運 用 支 出 1,914,199 1,740,584 173,615
そ の 他 の 支 出 1,017,090 1,429,323 △ 412,233
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 107,310 △ 94,570 △ 12,740
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,460,263 5,195,219 265,044
支 出 の 部 合 計 14,430,562 14,730,652 △ 300,090

科目 H16年度 H15年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 7,132,209 7,120,898 11,311
手 　 数 　 料 75,445 79,410 △ 3,965
寄 　 付 　 金 257,220 142,742 114,478
補 　 助 　 金 644,272 782,431 △ 138,159
資 産 運 用 収 入 14,536 10,196 4,340
事 　 業 　 収 　 入 52,177 63,066 △ 10,889
雑 　 収 　 入 186,607 100,021 86,586
帰 属 収 入 合 計 8,362,466 8,298,764 63,702
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,044,291 △ 660,882 △ 383,409
消 費 収 入 の 部 合 計 7,318,175 7,637,882 △ 319,707

（別表2）消費収支計算書 単位：千円

科目 H17年度 H16年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,721,752 6,810,515 △ 88,763
手 数 料 収 入 65,757 66,810 △ 1,053
寄 付 金 収 入 84,300 103,400 △ 19,100
補 助 金 収 入 619,178 836,458 △ 217,280
資 産 運 用 収 入 7,900 7,000 900
事 　 業 　 収 　 入 47,841 45,558 2,283
雑 　 収 　 入 227,674 103,319 124,355
前 受 金 収 入 2,701,473 2,778,285 △ 76,812
そ の 他 の 収 入 394,168 1,497,246 △ 1,103,078
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 3,004,276 △ 3,094,178 89,902
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,460,263 5,195,219 265,044
収 入 の 部 合 計 13,326,030 14,349,632 △ 1,023,602

（別表4）資金収支予算書 単位：千円

単位：千円

科目 H17年度 H16年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,348,856 3,112,400 236,456
教 育 研 究 費 支 出 2,007,124 2,011,784 △ 4,660
管 理 経 費 支 出 407,579 413,058 △ 5,479
借 入 金 等 利 息 支 出 121,435 143,950 △ 22,515
借 入 金 等 返 済 支 出 344,770 362,210 △ 17,440
施 設 関 係 支 出 800,000 535,000 265,000
設 備 関 係 支 出 569,558 667,001 △ 97,443
資 産 運 用 支 出 1,871,961 1,888,904 △ 16,943
そ の 他 の 支 出 391,133 1,167,334 △ 776,201
〔 予 　 備 　 費 　 〕 142,000 72,000 70,000

資 金 支 出 調 整 勘 定 61,031 △ 19,028 80,059
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,260,583 3,995,019 △ 734,436
支 出 の 部 合 計 13,326,030 14,349,632 △ 1,023,602

主要項目の分析比率（％） H16年度 H15年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 7.70 9.43 △ 1.73
人 件 費 / 帰 属 収 入 37.37 36.45 0.92
教 育研究経費 / 帰属収入 35.99 37.35 △ 1.36
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 4.72 4.98 △ 0.26
借 入金等利息 / 帰属収入 1.63 1.83 △ 0.20
人 件 費 / 学 生 納 付 金 43.82 42.48 1.34

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表

資産の部
科目 H16年度 H15年度 増減

固定資産 30,969,319 30,815,720 153,599
有形固定資産 21,566,154 22,344,382 △ 778,228
その他の固定資産 9,403,165 8,471,338 931,827

流動資産 5,727,601 5,546,960 180,641

合 計 36,696,920 36,362,680 334,240

（別表3）貸借対照表 単位：千円

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H16年度 H15年度 増減

負債の部 8,001,680 8,445,973 △ 444,293
固定負債 4,417,030 4,765,339 △ 348,309
流動負債 3,584,650 3,680,634 △ 95,984

基本金の部 36,182,062 35,137,770 1,044,292
翌年度繰越消費収支差額 △ 7,486,822 △ 7,221,063 △ 265,759

合 計 36,696,920 36,362,680 334,240

消費支出の部
人 　 件 　 費 3,125,245 3,024,758 100,487
教 育 研 究 経 費 3,009,519 3,099,915 △ 90,396
管 　 理 　 経 　 費 395,126 413,138 △ 18,012
借 入 金 等 利 息 136,177 151,584 △ 15,407
資 産 処 分 差 額 28,596 102,518 △ 73,922
そ の 他 の 支 出 889,271 1,285,640 △ 396,369
消 費 支 出 の 部 合 計 7,583,934 8,077,553 △ 493,619
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 △ 265,759 △ 439,671 173,912
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 7,221,063 △ 6,781,392 △ 439,671
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 7,486,822 △ 7,221,063 △ 265,759
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今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
7
月
16
日
（
土
）
、
8
月
20

日
（
土
）
、
10
月
22
日
（
土
）
に

開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
昨
年

度
を
大
幅
に
上
回
る
数
多
く
の

生
徒
・
保
護
者
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
関

東
近
郊
を
中
心
に
北
は
北
海

道
・
南
は
九
州
と
全
国
規
模
に

わ
た
っ
た
。

正
面
玄
関
に
平
成
17
年
度
文

部
科
学
省
特
色
G
P
に
採
択
さ

れ
た
「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ

レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
」

の
垂
れ
幕
が
掲
げ
ら
れ
た
ほ
か
、

学
科
の
垂
れ
幕
も
受
付
に
掲
げ

ら
れ
、
昨
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
よ
り
も
か
な
り
華
や

か
な
受
付
と
な
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
楽

し
か
っ
た
、

勉
強
に
な
っ

た
、
面
白
か

っ
た
・
・
・

と
い
っ
た
内

容
が
大
半
を

占
め
、
今
年

度
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
大
盛
況

の
ま
ま
幕
を

閉
じ
る
こ
と

が
で
き
た
。

本
学
吹
奏
楽
団
（
指
揮
・
山

崎

茂
）
は
11
月
20
日
（
日
）
春

日
部
市
民
会
館
で
第
22
回
定
期

演
奏
会
を
開
催
す
る
。
ク
ラ
シ

ッ
ク
、
企
画
、
ポ
ッ
プ
ス
の
三

部
構
成
で
、
メ
イ
ン
と
な
る
企

画
ス
テ
ー
ジ
で
は
童
話
「
う
さ

ぎ
と
か
め
」
を
音
楽
で
表
現
。

幅
広
い
年
齢
の
方
に
親
し
み
や

す
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

企
画
テ
ー
マ

「
う
さ
ぎ
と
か
め
」

第
22
回
定
期
演
奏
会

夏
期
休
暇
期

間
中
に
以
下
の

学
内
施
設
が
整

備
さ
れ
、
学
内

環
境
が
さ
ら
に

充
実
し
た
。

情
報
工
学
科

棟
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
教
室
に

は
「
レ
ス
ポ
ン

ス
ア
ナ
ラ
イ
ザ

ー
付
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
利
用
情

報
教
育
シ
ス
テ

充実する学内環境

ム
」
が
設
置
さ
れ
、
教
材
を
効

果
的
に
活
用
し
た
授
業
・
研
究

発
表
が
可
能
と
な
っ
た
。
机
上

の
画
面
と
ス
イ
ッ
チ
で
質
問
・

回
答
の
や
り
取
り
も
で
き
る
。

情
報
工
学
実
験
室
に
設
置
さ

れ
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
・

演
習
設
備
」
で
は
主
に
情
報
機

器
の
設
定
や
操
作
方
法
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
実
習
を
行
う
。

「
教
育
研
究
用
高
速
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
学
内
L
A
N

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
は
従
来
の
3
倍
以

上
の
速
度
。
ま
た
情

報
コ
ン
セ
ン
ト
等
の

増
設
で
、
学
内
全
域

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

利
用
が
可
能
と
な
っ

た
。
（
以
上
3
件
は
平

成
17
年
度
私
立
大
学

等
経
常
費
補
助
金
申

請
中
）

更
に
野
球
場
脇
の

「
屋
外
ト
イ
レ
」
、
東

門
脇
の
「
屋
根
付
バ

イ
ク
置
場
」
（
平
成
17

年
度
後
援
会
特
別
事

業
）
が
完
成
し
、
学

生
達
の
利
便
性
が
向

上
し
た
。

（
財
務
部
　
用
度
・
管
財
課
）

【
任
用
】（
10
月
1
日
付
）

◆
伴
雅
人
助
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
昭
和
40
年
5
月
20
日
生
ま
れ
。

平
成
3
年
名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
金
属
工

学
専
攻
修
了
。
博
士
（
工
学
）
。
前

川
崎
重
工
業
（
株
）
勤
務
。

◆
松
倉
宏
一
事
務
職
員
（
総
務
部
総

務
課
）
昭
和
30
年
2
月
16
日
生
ま
れ
。

昭
和
52
年
年
日
本
工
業
大
学
工
学
部

機
械
工
学
科
卒
業
。

【
任
命
】

（
8
月
1
日
付
）
◆
国
際
交
流
担
当

教
授
　
渡
辺
康
夫

（
10
月
1
日
付
）
◆
共
通
系
主
任

寺
尾
裕
教
授
（
再
任
）
◆
電
気
電
子

工
学
科
主
任
　
高
橋
明
遠
教
授
（
新

任
）
◆
建
築
学
科
主
任
　
成
田
健
一

教
授
（
再
任
）
◆
機
械
工
学
専
攻
幹

事
　
有
賀
幸
則
教
授
（
新
任
）
◆
シ

ス
テ
ム
工
学
専
攻
幹
事
　
鈴
木
敏
正

教
授
（
新
任
）
◆
学
修
支
援
セ
ン
タ

ー
長
兼
担
　
有
賀
幸
則
教
授
（
新
任
）

◆
留
学
生
別
科
主
任
　
山
岸
嵩
教
授

（
再
任
）

7
月
13
日
か
ら
2
日
間
、
華

中
科
技
大
学
（
中
国
）
王
乗
副

学
長
、
元
本
学
教
授
の
黄
一
夫

氏
等
が
来
学
。
今
後
の
学
術
交

流
に
関
す
る
意
見
交
換
や
施
設

見
学
等
が
行
わ
れ
た
。

8
月
19
日
か
ら
は
中
国
科
技

大
学
（
台
湾
）
陳
副
学
長
等
が

来
学
。
現
在
、
建
築
学
科
と
締

結
し
て
い
る
学
術
交
流
を
、
今

後
は
情
報
工
学
科
も
視
野
に
入

れ
た
協
議
を
行
い
、
20
日
に
は

キ
ャ
ン
パ
ス
も
見
学
。
更
に
都

内
や
千
葉
県
佐
原
市
を
訪
れ
、

日
本
の
風
土
・
建
築
構
造
物
に

目
を
向
け
た
。

9
月
16
日
に
は
キ
ン
グ
モ
ン

ク
ッ
ト
工
科
大
学
ト
ン
ブ
リ
校

（
タ
イ
）K

ri-
ssanapong
Kirtikara

学
長

以
下
4
名
の
教

員
が
本
学
を
表

敬
訪
問
し
た
。

当
学
長
は
4
度

目
の
来
学
で
、

今
後
も
両
校
の
更
な
る
学
術
交

流
を
図
り
た
い
と
述
べ
る
と
、

本
学
か
ら
は
2
年
後
の
1
0
0

周
年
記
念
式
典
へ
参
加
の
検
討

を
依
頼
す
る
な
ど
、
両
校
の
絆

を
更
に
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

◆
星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
5
／
12
〜

15
）
／
目
的
＝
T
T
I
（T

rend
Tone

Im
aging

）
社
と
の
技
術
打
合

せ
◆
石
崎
克
也
助
教
授
（
共
通

系
）
／
出
張
先
＝
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（
6
／
12
〜
19
）
／
目
的
＝
研
究
集

会CM
FT2005

に
参
加
し
、Poster

Session

を
行
い
、Joensuu

大
学
に

お
い
て
函
数
論
関
係
の
研
究
連
絡
◆

鈴
木
清
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ロ
シ
ア
（
6
／
19

〜
27
）
／
目
的
＝
第
8
回
国
際
先
端

砥

粒

加

工

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（ISA
A

T2005

）
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
大
野
修
一
助
教
授
（
共
通

系
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
6
／
20
〜

25
）
／
目
的
＝Korea

University

で

の
「InternationalW

orkshop
on

Function
Theory

in
Seoul2005

」

に
お
け
る
招
待
講
演
◆
中
里
裕
一
助

教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

韓
国
（
6
／
22
〜
6
／
25
）
／
目

的
＝TheInternationalConference

on
M

anufacturing,M
achine

Design
and

Tribology

に
お
け
る
論

文
発
表
◆
長
坂
保
美
助
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
6
／

22
〜

25
）

／

目

的

＝T
h

e
International

Conference
on

M
anufacturing ,M

achine
Design

and
Tribology

に
お
け
る
論
文
発
表

◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
韓
国
（
6
／
24
〜
27
）
／

目
的
＝
日
韓
公
開
研
究
会
「
日
韓
の

ラ
ー
バ
ン
の
課
題
と
展
望
」
出
席
◆

辻
村
泰
寛
助
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ー
ラ
ン
ド

（
6
／
26
〜
7
／
2
）
／
目
的
＝

「European
Safety

&
Reliability

Conference
2005

」
に
お
け
る
研
究

発
表
◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
リ
ラ
ン
カ

（
7
／
2
〜
9
）
／
目
的
＝
ス
リ
ラ

ン
カ
に
お
け
る
津
波
被
害
調
査
◆
松

田
洋
助
手
（
情
報
技
術
セ
ン
タ

ー
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
7
／
4
〜

9
）
／
目
的
＝
国
際
会
議ICA

LT
2005

に
て
論
文
発
表
◆
玉
木
保
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
7
／
31
〜
8
／
10
）
／
目
的
＝
国

際
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
学
会
第
20
回

大
会
参
加
◆
小
林
哲
二
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
（
8
／
3
〜
11
）
／
目
的
＝

INS2005

国
際
会
議
に
お
け
る
論
文

発
表
◆
正
道
寺
勉
助
教
授
（
シ
ス
テ

ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
ン
ド
・

タ
イ
（
8
／
8
〜
15
）
／
目
的
＝

ICOQM

‐
Ⅵ
に
て
論
文
発
表
及
び
チ

ェ
ン
マ
イ
大
学
訪
問
◆
鈴
木
敏
正
教

授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
（
8
／
20

〜
9
／
5
）
／
目
的
＝ICNS6

に
お

け
る
研
究
発
表
及
び
研
究
打
合
せ
◆

市
川
泰
弘
助
教
授
（
共
通
系
）
／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ
・
米
国
（
8
／
21
〜

9
／
15
）
／
目
的
＝
英
会
話
カ
ナ
ダ

特
別
セ
ミ
ナ
ー
引
率
◆
丹
澤
祥
晃
助

教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
・
米
国
（
8
／
21
〜
9
／

15
）
／
目
的
＝
英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別

セ
ミ
ナ
ー
引
率
◆
桑
原
忠
事
務
職
員

（
図
書
館
事
務
課
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
・
米
国
（
8
／
21
〜
9
／

15
）
／
目
的
＝
英
会
話
カ
ナ
ダ
特
別

セ
ミ
ナ
ー
引
率
◆
脇
本
隆
之
講
師

（
超
高
圧
放
電
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／

出
張
先
＝
中
国
（
8
／
23
〜
30
）
／

目
的
＝
国
際
高
電
圧
会
議
に
お
け
る

学
会
発
表
◆
田
中
隆
治
助
教
授
（
学

修
支
援
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
8
／
23
〜
9
／
3
）
／
目
的=

ア
ル
バ
ー
タ
州
立
高
校
等
に
お
け
る

教
材
研
究
、
空
間
移
動
教
室
実
施
準

備
・
打
合
せ
及
び
多
文
化
理
解
教
育

に
関
す
る
資
料
収
集
◆
鈴
木
一
良
教

授
（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
8
／
25
〜
9
／
2
）
／
目
的
＝
物

理
教
育
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発

表
及
び
物
理
実
験
教
材
の
調
査
研
究

◆
塚
林
功
助
教
授
（
共
通
系
）
／
出

張
先
＝
中
国
（
8
／
25
〜
9
／

2
）
／
目
的
＝
物
理
教
育
国
際
会
議

に
お
け
る
論
文
発
表
及
び
物
理
実
験

教
材
の
調
査
研
究
◆
廣
澤
史
彦
講
師

（
共
通
系
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
8
／
25
〜
9
／
2
）
／
目
的
＝
フ

ラ
イ
ベ
ル
ク
工
科
大
学
「
解
析
セ
ミ

ナ
ー
」
に
お
け
る
講
演
及
び
オ
ー
バ

ー
ヴ
ァ
ル
フ
ァ
数
学
研
究
所
に
お
け

る
共
同
研
究
◆
松
田
洋
助
手
（
情
報

技
術
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
オ
ラ

ン
ダ
領
ア
ル
バ
（
8
／
27
〜
9
／

3
）
／
目
的
＝
教
育
に
お
け
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
先
端
技
術
に
関
す
る
国

際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
横
谷

真
一
郎
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
チ
ェ
コ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

（
8
／
27
〜
9
／
9
）
／
目
的
＝
輸

送
現
象
に
関
す
る
第
16
回
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
論
文
発
表
及
び

王
立
工
科
大
学
、
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で

の
講
演
と
研
究
打
合
せ
◆
原
利
次
教

授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
チ
ェ
コ
（
8
／
28
〜
9
／

3
）
／
目
的
＝
第
16
回
輸
送
現
象
に

関
す
る
国
際
会
議
（ISTP

‐16

）
に

て
研
究
発
表
◆
大
木
幹
雄
助
教
授

（
情
報
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
フ
ラ

ン
ス
（
8
／
29
〜
9
／
4
）
／
目

的
＝
第
13
回
I
E
E
E
要
求
工
学
国

際
会
議
に
お
け
る
調
査
◆
渡
辺
康
夫

教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
ド
イ
ツ
（
9
／
2
〜
14
）
／
目

的
＝
国
際
レ
ー
ダ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

お
け
る
発
表
及
び
技
術
資
料
収
集
◆

神
力
正
宣
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
9
／
4
〜

13
）
／
目
的
＝
国
際
レ
ー
ダ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム2005

に
お
け
る
論
文
発
表
◆

高
瀬
浩
史
講
師
（
情
報
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
9
／
4
〜

13
）
／
目
的
＝
国
際
レ
ー
ダ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム2005

に
お
け
る
論
文
発
表
◆

星
野
坦
之
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
9
／
5
〜

9
）
／
目
的
＝
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大

学
に
お
け
る
研
究
打
合
せ
及
び
講
義

等
◆
渡
辺
勝
彦
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス

ペ
イ
ン
（
9
／
9
〜
16
）
／
目
的
＝

建
築
の
転
用
・
活
用
の
技
術
と
建
築

教
育
へ
の
展
開
に
関
す
る
調
査
研
究

◆
高
橋
明
遠
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
9

〜
19
）
／
目
的
＝
L
C
C
と
カ
ナ
ダ

研
修
所
に
お
け
る
出
前
授
業
の
実
施

◆
波
多
野
純
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
9
〜

19
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
に
お

け
る
案
内
板
建
設
及
び
L
C
C
に
お

け
る
講
義
◆
黒
津
高
行
教
授
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／

9
〜
25
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所

に
お
け
る
案
内
板
建
設
◆
野
口
憲
治

助
手
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ

ナ
ダ
（
9
／
9
〜
23
）
／
目
的
＝
カ

ナ
ダ
研
修
所
に
お
け
る
案
内
板
建
設

◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学
科
）
／

出
張
先
＝
韓
国
（
9
／
10
〜
16
）
／

目
的
＝
平
成
17
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
基
盤
研
究
（
B
）
海
外
現
地
調

査
◆
神
林
靖
講
師
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ギ
リ
シ
ャ
（
9
／

14
〜
22
）
／
目
的
＝
知
能
的
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国

際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表
◆
中
村

洋
一
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
米
国
（
9
／
15
〜
25
）
／

目
的
＝
第
21
回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
テ

ィ
ン
グ
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
北
久
保
茂
助
教
授
（
シ
ス
テ
ム

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
9
／

16
〜
25
）
／
目
的
＝
第
21
回
デ
ジ
タ

ル
プ
リ
ン
テ
ィ
ン
グ
国
際
会
議
に
お

け
る
論
文
発
表
と
座
長
◆
星
野
坦
之

教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
9
／
17
〜
25
）
／
目

的
＝
第
21
回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
技

術
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発
表
及

び
座
長
◆
上
野
貴
博
講
師
（
電
気
実

験
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
9
／
18
〜
30
）
／
目
的
＝
米
国

電
気
電
子
学
会
ホ
ル
ム
電
気
接
点
国

際
学
会
に
お
け
る
論
文
発
表
及
び
米

国
鉄
鋼
協
会
の
直
流
機
関
係
者
と
技

術
交
流
◆
伊
藤
庸
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
9
／
21
〜

27
）
／
目
的
＝
平
成
17
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
B
）
海
外

現
地
調
査
◆
三
宅
正
二
郎
教
授
（
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
オ
ー

ス
ト
リ
ア
（
9
／
25
〜
10
／
1
）
／

目
的
＝
第
11
回
表
面
と
界
面
の
応
用

に
関
す
る
国
際
会
議
に
お
け
る
講
演

◆
椋
田
實
助
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
9
／
28
〜

10
／
2
）
／
目
的
＝
第
6
回
先
進
的

な
知
的
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
会

議
に
お
い
て
の
論
文
発
表
◆
森
田
登

教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
9
／
17
〜
30
）
／
目

的
＝
米
国
鉄
鋼
技
術
協
会
の
直
流
機

セ
ミ
ナ
ー
で
論
文
発
表
。
ま
た
米
国

電
気
電
子
学
会
ホ
ル
ム
電
気
接
点
国

際
会
議
で
ブ
ラ
シ
集
電
技
術
の
技
術

交
流
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

盛
況
だ
っ
た

今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
報
告

●機械工学科を見学する高校生

中
国
、
タ
イ
か
ら
来
学

国
際
交
流
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●上：タイからの表敬訪問、下：中国
科技大学との調印

11/19（土）
スターリングテクノラリー開催

自作スターリングエンジンを搭載し
た車両で、スピードとアイデアを競う
「第9回スターリングテクノラリー」が
今年も本学を会場として11月19日（土）
に開催される。主催はスターリングテ
クノラリー技術会、（社）日本工学教育
協会（大学・高専）、（社）全国工業高
等学校長協会で、本学も協賛。競技は
①人間乗車、②ノーマル、③ミニ、今
回新設された④クーラーの4クラスで競
われる。小学生から現役エンジニアま
で今年は全国から約180チームが参加
予定で、付属東京工業高校からはノー
マルで8台が出場予定。

・調整に余念のない参加者（昨年実施の同ラリーから）

吹奏楽団

●左：マルチメディア教室、右上：屋外トイレ、右下：屋根付バイク置場

人
事
異
動

国
外
出
張
（
5
月
〜
9
月
）

▼
毎
年
こ
の
時
期
に

同
じ
話
題
で
恐
縮
で

す
が
、
本
年
も
超
大

型
台
風
14
号
に
よ
る

各
地
で
の
被
害
に
は

大
変
な
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

で

も

ハ

リ

ケ

ー

ン

「
カ
ト
リ
ー
ナ
」
は
、
数
千
名
の

死
者
等
史
上
最
大
級
の
被
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
地
球
の
温

暖
化
で
海
面
の
温
度
が
上
昇
し

た
た
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
・
原
因
が
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
よ
く
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
自
然
の
様
々

な
「
力
」
に
は
一
方
、
「
癒
し
の

力
」
も
あ
り
ま
す
。
国
に
お
け

る
自
然
観
の
違
い
は
、
そ
の
国

を
そ
の
国
た
ら
し
め
て
い
る
政

治
、
宗
教
、
経
済
、
文
学
等
の

す
べ
て
の
考
え
方
に
影
響
を
与

え
て
き
ま
し
た
。
と
て
も
難
し

い
問
題
で
す
。

▼
本
学
の
取
組
み
が
、
文
部
科

学
省
平
成
17
年
度
特
色
あ
る
大

学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
の
教

育
目
標
で
あ
る
「
現
場
に
直
結

し
た
科
学
技
術
者
の
育
成
」
に

対
し
て
評
価
を
得
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
前
向
き
に
と
ら
え
、
今

後
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
取
組
み

を
、
発
展
・
充
実
さ
せ
て
い
き

ま
す
。（
F
）

編 集 後 記

機
械
工
学
科
4
年
の
峰
公

一
君
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
研
究

会
を
立
ち
上
げ
て
2
年
に
な

る
。
外
見
は
、
中
肉
中
背
で

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
縁
が
な
さ

そ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

そ
も
そ
も
、
機
械
工
学
科

以
外
の
学
生
と
交
友
関
係
を

持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た
彼

は
、

”ダ
イ
エ
ッ
ト
“
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
同
志
を
募
っ
た
。

近
年
、
日
本
に
限
ら
ず
世
界

中
が
ダ
イ
エ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の

真
っ
只
中
。
学
内
に
も
自
分

と
同
じ
よ
う
に
健
康
を
考
え

て
い
る
学
生
が
い
る
と
思
い
、

そ
こ
に
目
を
つ
け
た
わ
け
だ
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
と
い
う
本
来
の

意
味
は
、
健
康
や
美
容
の
た

め
に
、
食
事
の
量
や
種
類
を

制
限
す
る
こ
と
だ
。
し
か
し
、

食
べ
盛
り
の
大
学
生
に
食
事

の
量
や
種
類
を
制
限
さ
せ
る

こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

適
度
な
運
動
を
し
て
健
康
な

体
を
作
る
自
主
サ
ー
ク
ル
を

作
り
た
い
と
考
え
た
。

ま
ず
、
面
識
の
あ
っ
た
保

健
体
育
セ
ン
タ
ー
の
中
島
先

生
に
相
談
し
、
建
築
学
科
の

黒
津
先
生
を
紹
介
し
て
も
ら

う
。
黒
津
先
生
に
自
主
サ
ー

ク
ル
の
趣
旨
を
話
し
、
顧
問

に
な
っ
て
も
ら
う
承
諾
を
得

る
。
仲
の
良
い
友
達
と
黒
津

研
究
室
に
い
る
学
生
に
も
声

を
か
け
て
、
10
人
以
上
の
賛

同
が
得
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

現
在
の

”ダ
イ
エ
ッ
ト
研
究

会
“
が
誕
生
し
た
。

代
表
者
で
も
あ
る
彼
の
方

針
で
、
練
習
は
基
本
的
に
自

主
性
に
任
せ
て
い
る
。
週
1

回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

目
標
設
定
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

計
画
、
結
果
報
告
の
発
表
が

行
わ
れ
る
。
今
ま
で
行
っ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
は
、
気
づ
い
た
ら
走

っ
て
い
た
13
km
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
有
酸
素
運
動
で
内
臓
脂

肪
を
燃
焼
さ
せ
腹
筋
も
鍛
え

ら
れ
る
効
果
が
あ
る
と
い
う

風
船
ダ
イ
エ
ッ
ト
な
ど
が
あ

る
。
成
功
例
と
し
て
、
あ
る

学
生
は
脂
肪
を
15
kg
減
量
し

た
。
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
学

内
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

し
た
。
若
杉
祭
に
は
、
学
生

の
野
菜
不
足
を
考
え

”野
菜

多
め
お
好
み
焼
き
“
を
出
店
、

夏
祭
り
で
は
、
健
康
を
考
え

”冷
奴
“
を
販
売
し
た
。
健

康
面
に
も
気
を
使
っ
た
こ
と

が
功
を
奏
し
た
の
か
い
ず
れ

も
大
盛
況
だ
っ
た
。

高
校
時
代
、
彼
は
卒
業
後

の
進
路
と
し
て
就
職
を
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
当
時
の

担
当
教
諭
の
勧
め
も
あ
っ
て

日
工
大
へ
進
学
し
た
。
結
果

的
に
、
こ
の
大
学
生
活
が
有

意
義
な
も
の
に
な
っ
て
い
る

と
彼
は
語
っ
て
く
れ
た
。
特

に
、
人
付
き
合
い
や
読
書
、

今
回
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
研
究
会

立
ち
上
げ
が
彼
に
と
っ
て
は

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な

っ
た
。
来
春
か
ら
は
食
品
の

企
画
・
開
発
の
仕
事
に
就
く
。

現
代
人
の
食
生
活
を
考
え
た

時
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
変

化
し
て
い
く
中
で
、
栄
養
の

偏
り
や
過
度
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
、

朝
食
抜
き
の
生
活
、
肥
満
や

生
活
習
慣
病
の
増
加
、
食
文

化
の
喪
失
な
ど
、
改
善
点
は

多
々
あ
る
。
彼
が
踏
み
出
す

食
の
世
界
は
広
い
、
活
躍
を

期
待
し
た
い
。

峰　公一 君
機械工学科4年

（東京都立足立工業高等学校出身）

■ ダイエット研究
会を立ち上げ


